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研究情報の名称 有機－無機ハイブリッド材料の創製と応用 
概要 プラスチック成分とガラス成分が，分子レベルある
いは数ナノレベルで混合した有機－無機ハイブリッド材
料の形成とその応用について専ら研究を行っている．現在
は，セルロース誘導体と遷移金属（Ti, Zrなど）アルコキ
シドの相互作用を利用して，セルロース誘導体－遷移金属
アルコキシドハイブリッドゲル繊維を形成し，①酵素包括
固定化担体，②耐熱性無機繊維の前駆体としての利用を検
討している．①については，酵素としてリパーゼを繊維に
固定化させ，有機溶媒中でのエステル合成に用いている．
この繊維は，市販固定化リパーゼと比べて，酵素の漏れ出
しが少なく，安定で良好な活性を示す．②については，ゲ
ル繊維を窒素やアルゴンなどの雰囲気中で熱処理するこ
とにより，遷移金属の炭化物繊維(TiC, ZrC, TaC)や窒化
物繊維(TiN, ZrN, TaN)の形成を行っている． 
他には，溶媒ブレンド法により，新規生分解性高分子ブ
レンド材料の開発を行っている．加水分解速度が非常に速
い多孔質ポリ-L-乳酸(PLLA)／ポリエチレングリコール
(PEG)ブレンド材料や，酵素触媒重合で得たポリマーとポリ乳酸のブレンドなどについて検討してい
る．また，電界紡糸法による機能性無機ナノファイバーの開発についても研究を進めている．  
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連する論文 1編 Nakane et al., Sen'i Gakkaishi, 59(3), 99-103 (2003) 
 
有機－無機ハイブリ
ッド材料の形成（プラ
スチックとガラスが
分子レベルあるいは
数ナノレベルで混合
した材料） 
分子レベル・ナノレ
ベルでの複合が困難
プラスチック成分と
ガラス成分の複合材
料の形成 
少量の無機成分の添加で，通常のプラス
チックよりも，熱・力学特性，耐溶媒性，
耐磨耗性などが向上（形状：薄膜，フィ
ルム，繊維，ナノファイバー） 
従来は，主にミクロン
レベルでの材料の複
合 
材料の応用例 
・ 酵素固体化担体としての利用
・ 超耐熱性無機材料の前駆体 
有機溶媒だけで
なく水系でもハ
イブリッド化が
可能 
 
シーズ
酢酸ｾﾙﾛｰｽ‐Ti ｱﾙｺｷｼﾄﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｹﾞﾙ繊維
50μm 
多孔質 PLLA/PEG(80/20%) ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ材料 
ゾル－ゲル法 
